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要　　旨

　保育所実習を終えた学生に対し，実習内容や実習前に身に付けたい知識・技能に関
する質問紙調査を行い，その結果を用いて，幼稚園実習の事前・事後指導で扱うべき
内容について検討を行った。質問紙への回答を解析したところ，保育所実習が初めて
の実習となる大学２年生と既に３回の実習を経た大学３年生では明確な違いが見られ
た。学生は，経験の差によって，事前指導に求める内容と質が変化していた。先行研
究と同様に，実習園との合致感，敬意を抱ける保育者との出会いが，学生の保育職へ
の就職意欲を高めることが示唆された。事後指導としては，実習についての相談の場
を設け，担当教員が客観的立場から困難への対処方法や心構えを助言することによっ
て，学生が抱く理想と現実の乖離が修正され，取り組むべき課題の可視化につながる
と考えられた。本研究の結果から，まず学生の実態を把握し，それに対応した事前・
事後指導の立案が，学びへの意欲を高めると結論付けた。
キーワード：幼稚園実習，事前・事後指導，ふりかえり，保育者養成課程
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はじめに

　保育者および教員養成課程のカリキュラムにおいて，保育所・教育実習は，学生の
実践力を高める重要な機会となる（田中，2006；高橋ほか，2011；高橋ほか，2012）。
実習の学びの場は，主に現場であるが，養成校では，実習が充実したものになること
を目指し，事前・事後指導を行う。事前指導では，心構え，実習前に身に付けるべき
知識・技能の確認，実習記録・指導計画等書類の書き方について学び，事後指導で
は，実習から得た学びを振り返り，今後の課題を見出す支援を行う。
　保育所および幼稚園実習は，子どもの発達支援に関する理論と実践の融合の場であ
り，学生は，この体験を通じて保育者になる意欲を高めていくことが期待される。三
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木・桜井（1998）は，「子どもの学習に望ましい変化を与えることができるという信
念」を表す「教師効力感」という考え方を用い，「保育場面において子どもの発達に
望ましい変化をもたらすことができるであろう保育的行為をとることができる信念」
を表す「保育者効力感」を提案し，保育所・幼稚園実習が短期大学生の保育者効力感
に及ぼす影響を調べている。その結果，実習後に保育者効力感が高まることが示され
ている。その一方で，子どもたち，現場の指導者，保護者との人間関係のつまずき，
実習園との保育観の相違から自信を失う学生の存在も指摘されている（谷川，2010）。
　筆者は，保育所・教育実習が，三木・桜井（1998）の言う保育者効力感を高めるに
は，実習の事前・事後指導の内容の精査，そして質的な向上が重要であると考えてい
る。事前・事後指導の改善に関する実践的研究は数多く存在するが（例えば，上村，
2010；中山・上田，2013；市東，2015；島崎，2015；中山，2016），いずれも対象と
なった養成校に限った断片的な内容であり，更に事例の蓄積が必要であろうと判断し
た。そこで本研究では，筆者の所属する養成校に役立つ改善を行うために，まず質問
紙調査によって，保育所実習が学生に及ぼす影響の実態を調べた。そして，それらの
結果を用いて，保育実習後に設定されている幼稚園実習の事前・事後指導の内容と在
り方を検討した。

方　　法

調査対象
　本研究は，平成27年９月に椙山女学園大学教育学部（愛知県名古屋市）で行った。
調査対象は，保育・初等教育専修の２年生81名と３年生82名の合計163名である。
保育・初等教育専修に所属する学生は，保育士資格及び幼稚園教諭１種免許状の取得
が義務づけられている。これらに加えて小学校教諭１種免許状を取得することができ
る。本学の実習は，次のように設定されている。１年次２月に２日間の附属幼稚園・
保育園での「プレ実習」，２年次９月に２週間の保育所実習「保育実習ⅠＡ」，12月～
１月に施設実習「保育実習ⅠＢ」，３年次５月に２週間の幼稚園実習「教育実習（初
等）Ａ（幼稚園）」，９月に２週間の保育所実習「保育実習Ⅱ」（一部の学生は，保育
所実習「保育実習Ⅱ」を施設実習「保育実習Ⅲ」で行う），４年次５月に２週間の幼
稚園実習「教育実習（初等）Ｂ（幼稚園）」という流れで実習を行っている。筆者は，
「プレ実習」，幼稚園実習の「事前及び事後指導（初等）（幼稚園）」を担当している。

質問紙調査
　質問紙調査は，保育実習Ⅰ（２年生）・Ⅱ（３年生）後に行った。質問項目は，①
実習の自己評価と楽しさ ②実習内容 ③実習にむけて必要な準備 ④実習指導で学び
たい内容 ⑤目指したいと思う保育者との出会い ⑥将来の進路選択の６点である。項
目①の自己評価については，Ａ （良い）～Ｄ （悪い）の四択から，楽しさは二択から選
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択させた。項目②～④および⑥は自由記述，⑤は二択からの選択とした。

結果と考察
⑴　実習の自己評価と楽しさ
　表１は，学生による実習の自己評価を，実習が楽しかったと回答した集団，楽しく
なかったと回答した集団でまとめ学年ごとに集計した結果である。２・３年生ともに
約85％の学生が楽しかったと回答した。学生の自由記述から，子どもおよび実習担
当者との良好な関係が，実習を楽しくし，その一方で，実習記録の作成や体調不良，
自分の力量への自己嫌悪が実習を苦痛にしていることが示唆された。

表１．学生による実習の自己評価。数値は人数を示している。実習を楽しく
　　 感じた集団と苦痛に感じた集団に分けて集計し，学年ごとに示した。

２年 Ａ よい Ｂ Ｃ Ｄ 悪い
楽しかった 0 （0％） 53（65.4％） 18（22.2％） 1（1.2％）
楽しくなかった 1（1.2％） 3（3.7％） 4（4.9％） 1（1.2％）

３年 Ａ よい Ｂ Ｃ Ｄ 悪い
楽しかった 8（9.8％） 56（69.1％） 5（6.1％） 0 （0％）
楽しくなかった 1（1.2％） 5（6.1％） 4 （4.9％） 1（1.2％）

　自己評価は，２年生より３年生でやや高まる傾向を示した。自由記述から，高い自
己評価は，自分なりに積極的に子どもと関わり，実習に取り組めたこと，次につなが
る課題を見出せたことがその理由として考えられた。逆に低い自己評価は，実習記録
の記述の不備や部分実習の準備不足であったと思われる。学生にとって，実習記録の
作成や指導計画の立案が大きな課題であり，これらの取り組みへの成否が，実習の楽
しさと自己評価の両方に大きな影響を及ぼすことがわかった。
⑵　実習内容
　学生が実習で主に担当したクラスは，２年乳児34％，幼児64％，異年齢２％，３年
乳児45％，幼児55％であった。学生の実習内容を主に，①集団遊び ②製作活動 ③
絵本・シアター ④手遊び ⑤その他の５つの区分に分類し，経験回数とその割合を学
年別に示した（表２）。

表２．学生が実習で取り組んだ内容（複数回答）

集団遊び 製作 絵本・シアター 手遊び その他
２年 29 （35.8％） 28 （34.6％） 82（100％） 67（82.7％） 16（19.8％）
３年 45 （54.9％） 49 （59.8％） 82（100％） 69（84.1％） 15（18.3％）

　２・３年生ともに，ほとんどの学生が絵本や手遊びなどを経験しており，３年生では
集団遊びや製作など実践的な内容を経験する機会が増えている。また，３年生になる
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と部分実習・半日実習・一日実習と段階をふんで複数回経験する学生もおり，より実
践的な実習内容となっていた。
⑶　実習にむけて必要な準備と今後学びたいこと
　学生が実習に向けて最も必要だと感じる準備を主に，①書類の書き方 ②保育技術 

③子どもの発達と姿 ④異年齢保育 ⑤その他の５つの区分に分け分類した（表３）。

表３．学生が実習に向けて最も必要だと感じる準備

書類の書き方 保育技術 発達の姿 異年齢保育 その他
２年 38（46.9％） 22（27.2％） 17 （21.0％） 2 （2.5％） 2 （2.5％）
３年 8 （9.8％） 43 （52.4％） 27 （32.9％） 2 （2.4％） 2 （2.4％）

　２年生では47％の学生が記録・指導計画等書類の書き方，27％が手遊び等の保育
技術をあげているが，３年生になると52％が書類の書き方よりも，手遊びも含め実
際の子どもの姿に応じた保育の展開が必要になり，様々な場面で対応できる保育技術
に向けての準備が必要と考えている。３年生になり，実習段階が進むことで部分実習
や責任実習を行う機会も増え，より実践的な力が必要と感じているようであった。
　実習指導で学びたい内容は，２年生は書類の書き方や子どもとの関わり方といった
実習のための基礎知識や技術を挙げているが，３年生は子どもの発達に応じた指導計
画の立案の仕方や保育技術の向上を求めていた。事前指導での指導内容も学年に応じ
た指導を検討する必要があることがわかった。
　表２，３に示した内容については，実習担当者だけではなく，保育関連科目にかか
わる教員全体の共通認識とすることが大切である。例えば，保育内容指導法の担当教
員は，領域の側面から年齢別の子どもの発達の姿について学生に指導していくこと
で，学生が実習との関連を意識しながら理解を深めることができ，保育関連科目とリ
ンクさせて，系統的な指導を行っていくことも可能であり，保育関連科目での学びが
実習に生かされる授業が展開できるのではないだろうか。
⑷　目指したいと思う保育者との出会いと将来の進路選択
　本論文の冒頭に記述した通り，先行研究では，実習での様々な体験と進路との関連
性が数多く報告されている。その中でも，本研究では，学生の進路希望と目指したい
と思う保育者との出会いとの関係について検討した。学生の88％は，実習中に目指
したいと思う保育者との出会いがあり，出会いがあった学生は保育職への思いが強く
なる傾向が見られた（表４）。

表４．目指したい保育者との出会いと進路選択

強くなった 進路に迷った 他職希望
出会いがあった 101（71.1％） 27 （19.0％） 14 （9.9％）
出会いがなかった 9 （45.0％） 4 （20.0％） 7 （35.0％）

　学生の自由記述から，目指したい保育者とは，子どもを理解する姿勢，子どもへの
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支援と指導の在り方，他者と協同する姿勢が挙げられた。２年生で初めての実習が楽
しかったと感じた学生は，保育者を目指したいという志向が強くなっていた。楽しさ
の理由としてあげられた自由記述には，実習での実践的な体験を通して，大変さの中
にも子どもとかかわることへの楽しさや，保育者の具体的な指導から学ぶことが多
かったとの記述がみられた。実習園の雰囲気の良さや実習担当者から丁寧な指導を受
けることができたという記述もあり，これらについては，玉瀬（2013）が，「保育職
への意欲には実習内容の成果だけではく，対人関係にかかわる要因が影響を及ぼして
いる」と指摘している内容と同じであった。
　多くの学生が，本学に入学する以前から保育者になりたいと思っていたが，実習で
実際に保育に携わる中で，実際に保育現場や保育者から受ける影響力は大きく，学生
の気持ちが揺れ動きその後の進路に影響を与える。実習を通して現実に向き合い，自
分が保育者に向いているのか，務まるのかを悩む学生もいる。学生にとって，自分の
目標としたい保育者に出会えることは，進路選択に重要な意味を持つことが確認され
た。
⑸　事前事後指導の改善
　以上の⑴～⑷の結果を基に，保育実習を受けて，３，４年生で行う幼稚園教育実習
の事前事後指導の授業改善を行った。教科書は，愛知県私立幼稚園連盟・愛知県保育
実習連絡協議会の「幼稚園教育実習実施要項」を踏まえて本学で作成した実習資料・
実習ノートを使用した。事前指導の内容は，幼稚園実習に向けて，実習記録の書き
方・指導計画の立案・事前の準備・留意事項等を確認しながら，実習中に必要な心構
えや基本的なマナーを身に付けられるように配慮した。また，実習後は事後指導とし
て体験を整理し，地区別の実習報告会を行うとともに，学生の実習中の課題や疑問等
に対して必要な助言や指導を行い，必要に応じて個別相談・指導の機会を作ってい
る。これらを通して学生一人一人が幼稚園実習を総括・評価することを通して，今後
の課題を明確にしていけるように計画した。授業は，内容に応じて学年別または３，
４年生合同で行い，アクティブラーニングを用いて，グループで話し合ったり（写真
１），発表したりする機会も取り入れた（写真２）。
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今後の展開

　実習を通して様々な困難，いわゆるリアリティショックを感じ，保育職を目指すこ
とを挫折してしまう学生は少なくない。リアリティショックとは，既に就職している
者が，「就職前に想像していた職務内容などに対する理想と，就職後に直面した現実
とのギャップに対処しきれず，精神的なショックを受ける状態を指す（林・新井，
2013）」が，実習段階においても同様である（谷川，2010）。このような状況を回避す
るためにも，実習を通してのリアリティショックへの対処として事後指導は大切な機
会である。同時に，学生が実習のふりかえりを通し，今後の課題を明確にする役割も
担っている。例えば，実習後の報告会等での学生同士の学びの共有化は，様々な保育
観や保育現場の実際にふれる機会として有効的である。また，実習報告会や個別相
談・指導を通して学生が経験した実習でのネガティブな経験に対して教員が客観的立
場から困難への対処方法や心構えをアドバイスする等，学生が抱くギャップの修正や
課題を可視化する取り組みも必要である。
　平成28年度全国保育士養成協議会中部ブロック第21回セミナーにおいて，平成27

年度専門委員課題研究の専門員から，事後指導の大切さについて報告され，実習を通
しての学生の学びや成長を捉える「実習チャート」の活用が提案された。今後は，学
生がふりかえりを通して自らの成長感を実感できるワークシートの内容も検討してい
きたい。
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